
第２号様式（第６条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 殿 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞ 令和７年 4 月 16 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 ニイヅマックス 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 新妻 知幸 

ホームページ URL（任意） https://www.niizumax.co.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

2030 年に向けて、当社は質の高い教育と技術革新を推進する企業としての役割を強化します。学生

インターンシップを継続・拡充し、幅広いモノづくりスキルを提供することで、次世代の技術者を育

成します。また、デジタルツイン技術と AIを活用し、効率的な設計と生産性の向上を実現します。

これにより、持続可能な産業基盤を構築し、社会に貢献する企業としての役割を果たします。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

   〇●   

      

 ● 〇●    

     

 

      



 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

4,8 

・学生インターンシップを通じて、設

計製作の楽しさを教えています。 

これにより、学生は実践的なスキルを

身につけ、将来のキャリアに対する自

信を育んでいます。 

・インターンシップの継続と拡充を

通じて、幅広いモノづくりスキルの教

育を強化し、学生が多様な技術を習得

できるようにします。 

これにより、学生たちがものづくりの

魅力を広く知るきっかけを提供しま

す。 

9 

・バーチャル機構シミュレーション

によるデジタルツイン技術を活用し、

効率的かつ安全な製品開発を実現し

ています。 

・AI 技術を利用して、より効率的で

多面的な思考を組み入れた設計技術

を開発します。 

これにより、迅速かつ正確な製品開発

と生産ラインの効率化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


